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論文の内容の要約




学位論文題目 RELATIONSHIP BETWEEN AEROSOLS AND BACTERIA 








イプ、 開放型放し飼い搾乳牛舎、閉鎖型放し飼い搾乳牛舎、 開放型繋ぎ飼い搾乳牛舎、 開放
型育成牛舎（子牛牛舎）において年間を通して、 エアロゾル濠度、 空気中微生物濃度、 環境










の関連性について分析した。 空気中微生物濃度は一般生菌、プドウ球菌、 大腸菌は 102 ~ 
10• CFU/m3、 エアロゾル濃度は粒径 0.3·0.5 µmで 107~108 個数／m3、粒径 0.5-1.0 µm 













い牛舎に導入し、 その効果を検証した。 清浄化された空気で粒径 5·10 µm のエアロゾル濃
度を約 93％低減ができた。粒径の小さい 0.3·0.5µmで約 50% 低減ができた。 一般生菌は
85%、 ブドウ球菌 82% 、 大腸菌は 99.9％低減できた。 また、 牛舎全体（牛舎中央）では粒
径 5-10 µmのエアロゾル濃度を約 8.1%、 空気中微生物濃度で有意差に減少したのは大腸
菌で約60％低減できた。
以上、 本研究により、1) 開放型放し飼い搾乳牛舎、閉鎖型放し飼い搾乳牛舎、開放型繋
ぎ飼い搾乳牛舎、開放型育成牛舎（子牛牛舎）における年間を通してのエアロゾル濃度、空
気中微生物濃度の現状とそれらの関係を明らかにした。 2)光触媒空気清浄システムによる
ェアロゾJレ濃度、 空気中微生物濃度の低減効果が明らかになった。
